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得 られたので報告する。

1  は  し が  き

水田利用再編対策により,転換畑での飼料作物の栽培面

積が多くなり,昭和54年には東北の転換面積の約41%に永

年生牧草や青刈飼料作物が作付された。しかし,こ れらの

転換畑には,地下水位が高く,降雨後の排水不良や隣接水

日からの積滲透などによる過湿で,作物の生育が抑制され

ることが多い。したがって,湿害を回避するためには,導

入草種や品種の耐湿性の強いことが重要である。このよう

な観点から,青刈 トウモロコシとツルガム品種の地下水位

に対する生育反応を明らかにし,転換畑への飼料作物導入

上の資料とするため: 2カ 年FB5試験を行い,若千の知見が
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2試 験 方 法

1)供試品種 :ト ウモ 9コ ン (ホ クユウ,タ カネワセ,
ムッミドリ, G4321A,04553, XL 390), ソルガム (F

-30, NK-326, P-988, SX-11, NS― IA,「に山

交 2号 )。

2)地下水位 :12角 ,深 さ57`π 有底の地下水位調節

枠を用い,地下水位は20,35及 び 50 Cπ の 3水準の 1区制

とし,水位の調節は播種直後 (昭 54)ま たは発芽直後 (昭

55)か ら行った。

3)播種期,密度及び施肥量

作 物 名 年次 播種期

栽 植 密 度
施   肥   量  (3/■ )

基 肥 追 肥 (1番刈後 )
畦 幅 X株 間 N P205 K20 堆 肥 炭カル N P205 K20

トウモロコシ
昭 54

″ 55

5 月 14日

195

50onx 20ctu | 6.1
50cnx 20cn | 6.1

36

36

2,l100

2,000

100

100

ソ ル ガ ム
昭 54

″ 55

5 24

5  27

50`π ×ノ当り3夕 条播

50θπ X 5Cπ 点播

60

60

36

36

2,000

2,000

100

100

10

10

5

5

10

10

4)収穫期 :ト ウモロコシは黄熟期,ソ ルガムは 1番刈

を出穂期, 2番メ」を 10月 中旬に行った。

3 試験結果 と考察

試験期間中の気象条件をみると,昭 54年は平年に比べて

春の気温が高く,夏 は多雨であったが作物の生育はほぼ順

調であった。昭55年は夏が低温 か照で,晩生品種の生育

は前年に比べて大幅に遅延 し,生育に対する地 下水位の影

響も強 く現われた。また,ソ ルガムは発芽後の幼苗時に若

干の枯死個体が発生 したため,一部補植を行った。なお ,

地下水位枠の土壌水分を調査した結果,0～ 10 Cπ層の対乾

土水分は,地 下水位 20 Cπ 区が 113～ 120%, 全 35`π 区が

103～ 108%,仝 50 Cπ 区が 98～ 102%で ,20Cπ 区の L壌

水分は最大容水量に近 く,かなり湿潤な状態で経過 した。

トウモロコシやツルガムの発芽は良好で,地下水位によ

る差がなく,ほぼ一斉に発芽期に達した。発芽約 3週後か

ら毎週草丈を調査 した。その結果,草丈で約 lπ 程度まで

の初期生育の期間では,高水位による伸長抑制が少なく,

トウモロコシの04321Aや 04553及 びソフレガムのP-988

はむしろ伸長が旺盛であった。しかし,生育の経過に伴な

って高水位ほど葉が淡緑となり,下位葉からの枯上りが著

しく,草丈の伸長も緩慢で結糸抽出期や出穂期が若千遅れ

過湿による生育の抑制がみられた。

したがって , トウモロコシの黄熱期では表 1のように,

高水位区ほど草丈が低 く,梓太が細 くなって着生葉数 も少

なく,枯葉の位置が高 くなった。この傾向は表 2に示した

ソルガムの草丈でも同様であったが ,得太や茎数は高水位

の影響が品種によって異なり,一定の傾向が認められなか

った。

乾物重は両作物とも高水位区ほど劣り, 2カ 年の平均乾

物重の対地下水位 50`Z区比率は, トウモロコンの仝 20m

区が 58～ 83%,全 35m区が 75～ 97%,ソ ルガムの仝 20

の区が 66～ 86%,仝 35m区が 84～ 101%と なり,高水位

の影響はツルガムよりもトウモロコンでやや大きくなった。

また,高水位で減収程度の比較的少なかった品種は, トウ

宅口]シが 04321■ ,04553及 びタカネワセで,ソ ルガム
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表 1 トウモロコシの生育と収量に及ぼす地下水位の影響 (黄熟期 ,昭 54)
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下
位

＞

地
水

く

発芽期

(月 日)

糸
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出
絹
抽

０
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(枚 )
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ぐ鵞〉
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く%)

乾物率

(%)昭 54 昭 55 平 均

ホ ク ユ ウ

5 23 郷
“

“

252

タカネワセ
７３
“

ｍ

田

６０

４‐
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2 84

3 20

3 32
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３８

３
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注  1)括 孤内は 50"区 比率

表 2 ソルガムの生育と収量に及ぼす地下水位の
影響 (出穂期,昭 54)

江  1,嬌 孤内は50敵 区比率
2)生育形館 ま1番 ● 乾物■は年|1合 :ヤ価

がP-988で , これら品種の高水位の影響をみると, トウ

モロコシでは葉の枯上りが他品種に比べてやや少なかった

こと,ソ ルガムでは茎数の多くなったことがあげられる。

収穫物の成分含有率を6品種の平均値で表 3に示 した。

これらの成分含有率は品種によって若干変動したが,いず

れの品種 も高水位区ほど低くなった。これは,高水位区は

ど過湿で,根の伸長や機能が低下し,養水分の吸収が阻害

されたためと思われる。

土壌が過湿になると,土壌中の酸素が不足して作物根の

表 3 収穫物の成分含有率に及ぼす地下水位の
影響 (昭 54)

2)1番 車 乾物 ヽ

呼吸作用が減退 し,そ れに伴って養水分の吸収が抑制され

るが,耐湿性の強いヒエやイタリアンライグラスなどは,

根の呼吸に必要な酸素を茎葉を通じて供給することが明ら

かにされている1),う 。

本試験に供試した トウモロヨシやツルガムは,一般に耐

湿性の弱い草種とみられているが,地下水位に対する乾物

収量の減収程度に品種間差が認められたので,今後これら

草種の多数品種についての検討と品種間差の原因と考えら

れる根量や根の分布についての解析が重要と思われる。
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